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i饗甥…酬い… 医科大学の社会貢献
東京慈恵会医科大学学長・生理学講座第2教授
栗　原 敏
　医科大学の使命はよき医療人と研究者を育成し、医療の実践と医学研究を介して社会貢献することではないか
と日頃考えている。医科大学が社会から求められているのは、良質の医療を実践できる医療人の育成と共に、病
気に苦しむ人々に還元できる研究の推進であろう。どこの国でも教育と医療は最も重要な社会的基盤であり、
医療人の育成を社会から負託されている医科大学の使命は大きい。
　従来、日本の医科大学では学問の教授が中心で、医療人としての技能や態度は卒業した後、それぞれの臨床講
座に所属し先輩から伝授されてきた。欧米の医科大学に比較して、日本の医科大学の教育カリキュラムが講座を
中心とした学問伝授型であり、医学や医療の速い変化に対応する弾力性に乏しいことが指摘されてきた。また、医
療事故の多発などが社会的問題になり、医学教育と医師育成プログラムのあり方が問われ、各医科大学は医学教
育を改革して社会の要請に応えようと努力している。
　医学の進歩や社会状況の変化に伴って医療の質も変容してきた。患者さんを中心とした医療の実践が求めら
れ、医師の説明責任や患者さんの同意など、医師が医療に割く時間が以前にもまして多くなった。多忙を極める
臨床医がこれまでと同じように研究室で実験的研究に従事することが難しくなりつつある。臨床医は基礎研究者
との連携や、研究期間を決めて研究に集中するなど、基礎研究への取り組みかたを考える必要に迫られている。
　しかし、研究は実験室における研究だけではない。多くの臨床例を対象とした臨床疫学研究や、基礎的研究成
果を臨床応用するための探索型研究など、臨床医でなくてはできない研究も数多い。これまでも、同様の研究は
行なわれてきたが、必ずしも質の高いものだけではなかった。今後は、医療の現場におけるデータを対象とした
質の高い臨床疫学研究を行い、そこからエビデンスを抽出して基礎研究へと繋げることも、医科大学が行なうべ
き重要な研究分野である。しかし、これまで日本はこの方面の研究者の育成に必ずしも熱心でなかった。臨床医
が中心となって行なう臨床疫学研究を振興するためには、それを支援する基盤整備も必要であろう。各医科大学
の研究による社会貢献は多様である。
　各医科大学がそれぞれの創立の理念を基盤として医学と医療の両立を図り、特色ある社会貢献をすることが社
会から求められている。
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【学歴】
昭和46年3月31日
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昭和54年10月22日
東京慈恵会医科大学卒業
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医学博士の学位受領
英国University　College　Londonの生理学教室に留学
引続き米国Mayo　Clinicの薬理学教室に留学（昭和55年1月22日帰国復職）
【職歴】
昭和46年4月1日
昭和51年8月1日
昭和55年7月1日
昭和61年4月1日
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東京慈恵等量科大学第二生理学教室講師
東慈恵会医科大学第二生理学教室助教授
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東京慈恵会医科大学学長（現在に至る）
成軍器会長（現在に至る）
学校法人慈恵大学理事（現在に至る）
東京慈恵会医科大学看護学科長兼任（現在に至る）
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昭和58年4月1日
平成元年8月1日
平成3年10月　1日
平成5年4月　1日
平成8年1月20日
平成8年ll月11日
平成9年1月21日
平成9年10月21日
平成9年ll月19日
平成13年4月1日
平成13年5月17日
平成13年6月1日
平成14年12月　1日
本体力医学会理事（現在に至る）
東京都スポーツ振興審議会委員（平成9年7月31日まで）
日本学術会議第7部会体力科学研究連絡委員（現在に至る）
日本生理学会常任幹事（現在に至る）
本病態生理学会常任理事　（現在に至る）
教科用図書検定調査審議会委員（現在に至る）
学術審議会専門委員（科学研究費分科会）（平成ll年1月20日まで）
本学術会議第7部会生理学研究連絡委員（平成12年10月20日まで）
日本宇宙航空環境医学会理事（現在に至る）
財団法人医学教育振興財団評議員（現在に至る）
社団法人日本医科大学協会理事（現在に至る）
岡崎国立共同研究機構評議員（現在に至る）
自治医科大学外部評価委員（平成15年3月31日まで）
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